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1. アンケートの種類と回収率 

1.1. アンケートの種類 
本業務では、以下の２種類のアンケートを実施した。 

   

 実 施 要 領 配 布 件 数 

市民 

アンケート 

（実施期間） 

９月１日～12日 

（配布回収方法） 

郵送配布・郵送回収 

（調査対象） 

15歳以上 

※１世帯あたり２枚の調査票を配布。 

大竹地域 ：1451世帯 

小方地域 ：812世帯 

玖波地域 ：497世帯 

川手地域 ：37世帯 

栗谷地域 ：130世帯 

松ヶ原地域：73世帯 

※合計  ：3,000世帯 

バス利用者 

アンケート 

（実施日） 

９月２日（火） 

（配布方法） 

調査員がバスに乗り、手渡しにより配布。 

※同一人物に２枚以上配布しない 

 小学生以下には配布しない 

坂上線：70件 

大竹・栗谷線：23件 

 

1.2. 回収率 
アンケート調査票の回収率は、次のとおり。 

   

 配布件数 回収件数 回収率 

市民アンケート 3,000世帯 1,171世帯（1,925件） 39％（世帯数） 

バス利用者アンケート 

（坂上線） 70件 37件 53％ 

バス利用者アンケート 

（大竹・栗谷線） 
23件 10件 43％ 
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2. 市民アンケートの結果概要 

2.1. 回答者属性 
（１）性別・年齢・ご職業・お住まい 
 

· 回答者の約６割が「女性」。 
· 約半数が「60歳代以上」だが、「10～30歳代」といった若い世代も約２割を占める。 
· 人口が多い沿岸地域の回答者が多く、「大竹地域」が約 46％、「小方地域」が約 27％、「玖波地域」
が約18％。 

· ただし内陸地域でも、「栗谷地域」が87件、「松ヶ原地域」が51件、「川手地域」が27件の回収数
を得られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 齢

20代

6%

60代

24% 50代

19%

70代

18%

40代

12%

30代

10%

10代

3%80歳以上

8%

性 別

女性
58%

男性
42%

職 業その他

1%

無職

28%

会社員・

公務員

25%

専業主婦

21%

中学生

0%

アルバイト

・パート

12%

高校生

3%

大学生・

専門学校生

2%

自営業

・自由業

8%

住 所

小方

27%

松ヶ原

3%
栗谷

5% その他

0%
川手

1%

玖波

18% 大竹

46%

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1917） 
（サンプル数：1919） 

（サンプル数：1910） （サンプル数：1901） 
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（２）自動車の利用 
 

· 「自動車免許を保有する」、また「いつでも自動車を使える」人が過半数を占める。 
· 自動車利用の自由度を地域別にみると、内陸地域の「栗谷」「松ヶ原」で、特に自由度が高い。 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × 自動車利用の自由度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52%

52%

54%

33%

63%

69%

100%

53%

10%

11%

12%

6%

2%

10%

2%

2%

1%

2%

4%

2%

36%

34%

33%

67%

28%

24%

35%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大竹（862）

小方（496）

玖波（326）

川手（27）

栗谷（87）

松ヶ原（49）

その他（2）

総計（1849）

いつでも
自由に
使える

ある程度
自由に
使える

自由に
使えない
ことが多い

使えない
・運転しない
・できない

その他

※（）内はサンプル数

運転免許の保有

自動車

運転免許

67%

原付免許

3%

持って

いない

29%

二輪免許

1%

自動車保有台数

0台
12%

2台

31%

3台
10%

4台
2%

5台
0%

1台

45%

※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1897） （サンプル数：1879） 

（サンプル数：1870） 

自動車を自由に使えるか

ある程度

自由に

使える

10%

その他

1%

使えない

・運転しない

・できない

35%

自由に

使えない

ことが多い

2%

いつでも

自由に

使える

52%
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2.2. 普段の外出時の交通環境 
（１）よく利用する交通手段 
 

· 「自家用車」を良く利用する人が最も多く、次いで「ＪＲ」や「自転車」の順。 
· 地域別でみると、特に内陸地域の松ヶ原、栗谷において、「自家用車」利用が多い。また沿岸地域では、
「ＪＲ」、「自転車」の割合が比較的多い。 

· 年齢別では、高齢になるほど「自家用車」の割合が減少している。特に80歳以上では、「タクシー」
が約49％と、多くを占めているのが特徴的。また「自転車」は高齢であっても利用が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × 交通手段（複数回答）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢 × 交通手段（複数回答）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56%

59%

59%

33%

70%

75%

100%

58%

5%

12%

9%

15%

4%

7%

20%

21%

22%

22%

36%

25%

21%

11%

23%

22%

4%

37%

2%

29%

28%

40%

7%

12%

29%

9%

13%

9%

22%

7%

14%

50%

11%

42%

28%

17%

11%

3%

4%

30%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180%

大竹（875）

小方（512）

玖波（340）

川手（27）

栗谷（87）

松ヶ原（51）

その他（2）

総計（1894）

自家用車 バイク･原付 自家用車
(家族等の送迎)

路線バス
（大竹・栗谷線）

路線バス
（坂上線）

その他のバス
（送迎バス等）

ＪＲ タクシー 自転車 その他

5%

69%

85%

83%

72%

58%

36%

13%

58%

0%

11%

9%

7%

11%

3%

7%

33%

23%

15%

12%

18%

23%

26%

21%

1%

1%

4%

13%

4%

0%

1%

2%

68%

39%

24%

31%

27%

14%

29%

2%

1%

2%

2%

4%

9%

18%

49%

11%

70%

22%

24%

28%

25%

32%

25%

30%

7%

6% 27%

2%

1%

1%

7% 26%

31%

36%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180% 200%

10代（66）

20代（112）

30代（198）

40代（229）

50代（364）

60代（449）

70代（339）

80歳以上（152）

総計（1909）

自家用車 バイク･原付 自家用車
(家族等の送迎)

路線バス
（大竹・栗谷線）

路線バス
（坂上線）

その他のバス
（送迎バス等）

ＪＲ タクシー 自転車 その他

※グラフは、不明サンプルを除く ※（ ）内はサンプル数 

※（ ）内はサンプル数 

普段の外出の交通手段

58%

7%

21%

4%

2%

1%

29%

11%

30%

2%

0% 20% 40% 60% 80%

自家用車

バイク･原付

自家用車(家族等の送迎)

路線バス（大竹・栗谷線）

路線バス（坂上線）

その他のバス（送迎バス等）

ＪＲ

タクシー

自転車

その他

※複数回答

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1914） 
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（２）その交通手段の利用理由 
 

· 「目的地まで最も早く行ける」、「気軽に利用できる」を挙げる人が多く、約半数を占める。 
· また厳しい交通環境を示唆する「他に交通手段がない」も全体の約26％を占める。 
· 地域別では、内陸地域において「他に交通手段がない」を挙げる人が比較的多い。 
· また年齢別では、70歳以上の高齢者において「他に交通手段がない」を挙げる人が比較的多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × 利用理由（複数回答）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢 × 利用理由（複数回答）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用理由

49%

10%

12%

46%

19%

5%

26%

3%

0% 20% 40% 60%

目的地まで

最も早く

経済的だから

時間が

正確だから

気軽に利用

できるから　

楽だから

（疲れないから）

安全に移動

できるから

他に交通手段

がないから

その他

※複数回答

35%

56%

50%

57%

57%

51%

42%

31%

49%

9%

11%

13%

14%

9%

8%

10%

14%

17%

8%

10%

15%

11%

12%

12%

42%

48%

51%

36%

46%

20%

17%

19%

5%

1%

3%

3%

3%

6%

8%

10%

5%

47%

21%

23%

23%

24%

35%

26%

6%

1%

6%

3%

3%

3%

3%

7%

3%

8%

12% 15%

42%

40%

54%

42%

15%

26%

25%

17%

17%

17%

28%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180% 200%

10代（66）

20代（112）

30代（197）

40代（229）

50代（362）

60代（441）

70代（326）

80歳以上（142）

総計（1875）

目的地まで
最も早く

経済的だから 時間が
正確だから

気軽に利用
できるから　

楽だから
（疲れないから）

安全に移動
できるから

他に交通手段
がないから

その他

※グラフは、不明サンプルを除く ※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※（ ）内はサンプル数 

※（ ）内はサンプル数 

50%

44%

54%

63%

54%

56%

50%

50%

12%

10%

8%

11%

4%

10%

11%

14%

15%

15%

13%

10%

12%

48%

31%

34%

46%

19%

12%

4%

6%

5%

7%

6%

6%

5%

20%

33%

23%

42%

38%

26%

3%

4%

2%

0%

5%

10%

3%

7%

50%

41%

47%

50%

21%

16%

22%

19%

8%

50%

22%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180% 200%

大竹（863）

小方（498）

玖波（336）

川手（27）

栗谷（85）

松ヶ原（50）

その他（2）

総計（1861）

目的地まで
最も早く

経済的だから 時間が
正確だから

気軽に利用
できるから　

楽だから
（疲れないから）

安全に移動
できるから

他に交通手段
がないから

その他

※（ ）内はサンプル数 

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1880） 
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（３）交通手段の満足度 
 

· 利用する交通手段に「満足」する人は過半数を占める。 
· 一方で「不満」と感じる人は１割強だが、地域別でみると「栗谷」「松ヶ原」など内陸地域の方が、沿
岸地域より不満の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × 交通手段の満足度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢 × 交通手段の満足度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度

まあ満足

35%

普通
31%

少し不満

8%
とても満足
22%

かなり不満

4%

※グラフは、不明サンプルを除く 

23%

21%

25%

20%

18%

20%

0%

22%

37%

33%

37%

20%

22%

36%

0%

35%

30%

33%

26%

48%

41%

28%

0%

31%

7%

8%

8%

8%

11%

10%

100%

8%

3%

5%

4%

4%

7%

6%

0%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大竹（855）

小方（499）

玖波（328）

川手（25）

栗谷（82）

松ヶ原（50）

その他（1）

総計（1840）

とても満足 まあ満足 普通 少し不満 かなり不満

（サンプル数：1859） 

※（ ）内はサンプル数 

※グラフは、不明サンプルを除く 

18%

24%

31%

22%

21%

25%

18%

14%

22%

40%

40%

34%

39%

43%

34%

29%

18%

35%

31%

32%

22%

28%

27%

29%

39%

49%

31%

6%

3%

10%

7%

7%

9%

7%

10%

8%

5%

1%

3%

4%

2%

3%

7%

10%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（65）

20代（111）

30代（198）

40代（228）

50代（359）

60代（434）

70代（323）

80歳以上（136）

総計（1854）

とても満足 まあ満足 普通 少し不満 かなり不満
※（ ）内はサンプル数 

※グラフは、不明サンプルを除く 
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2.3. 普段の外出行動（買物） 
（１）よく行く買物先 
 

· 買物先の住所では、「小方」が約64％と最も多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）買物先への訪問回数と曜日 
 

· 買物への訪問回数は、週１～２回が約４割、週３～４回が約３割を占める。 
· 訪問する曜日は、平日では火曜日が最も多い。また土曜、日曜はいずれも多くなっている。 
※火曜日は「イズミ・ゆめタウン」においてポイント特典がつく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

買物先（住所）

52%

64%

5%

0%

0%

0%

2%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

大竹

小方

玖波

川手

栗谷

松ヶ原

廿日市市

岩国市

広島市

曜日（買物）

26%

50%

25%

28%

28%

50%

48%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

月

火

水

木

金

土

日

※複数回答

訪問回数（買物）

週３～４回

28%

週１～２回

39%

月２～３回

15%

概ね毎日

12%

その他

0%
月１回程度

5%

年に

数回程度

1%

※グラフは、不明サンプルを除く 
（サンプル数：1732） 

（サンプル数：1647） 

（サンプル数：1578） 

※複数回答 

※グラフは、不明サンプルを除く 
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（３）買物先までの交通手段 
 

· 自家用車（家族等の送迎含む）が約６割を占めて最も多い。次は自転車が約２割、徒歩が約１割。 
· 地域別では、特に内陸地域において「自家用車」利用の割合が高い。一方、大竹では「自転車」利用も
比較的多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × 交通手段（買物）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通手段（買物）

タクシー

2%

その他

0%

徒歩

8%

自転車

20%

その他のバス

（送迎バス等）

1%

路線バス（

坂上線）

0%

ＪＲ

2%

自家用車

(自分で運

転)

53%

路線バス

（大竹・栗谷線）

1%

自家用車

(家族等の送迎)

10%

ﾊﾞｲｸ･原付

3% ※グラフは、不明サンプルを除く 

48%

55%

58%

35%

74%

76%

53%

5%

3%

13%

0%

0%

3%

8%

9%

12%

30%

18%

15%

10%

3%

7%

13%

7%

2%

3%

2%

2%

30%

16%

8%

9%

20%

9%

10%

7%

8%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大竹（785）

小方（442）

玖波（290）

川手（23）

栗谷（74）

松ヶ原（41）

総計（1655）

自家用車
(自分で運転)

ﾊﾞｲｸ･原付 自家用車
(家族等の送迎)

路線バス
（大竹・栗谷線）

路線バス
（坂上線）

その他のバス
（送迎バス等）

ＪＲ タクシー 自転車 徒歩　 その他

（サンプル数：1672） 

※（ ）内はサンプル数 

※グラフは、不明サンプルを除く 
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（４）買物の出発時間と所要時間 
 

· 自宅の出発時間は、「10時」が最も多く、約26％を占める。 
· 買物先までの所要時間は、「10分～20分」が約半数である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出発時間（買物）

0% 1% 2%

9%

26%

13%

2%

5%

8% 8%
6%

9%
7%

3%
1% 0% 0%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

6時 ７時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時

所要時間（買物）

60分以上

2%

5分～10分

28%

10分～20分

47%

40分～50分

2%
30分～40分

5%

20分～30分

9%

50分～60分

0% 5分未満

7%

（サンプル数：1396) 

） 

（サンプル数：1708） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 



 

 １０ 

2.4. 普段の外出行動（病院） 
（１）よく行く病院 
 

· 通院先の住所では、多くの病院が位置する「大竹」が約５割を占めて最も多い。次いで「広島西医療セ
ンター」が位置する「玖波」が約３割を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院（住所）

49%

10%

30%

0%

0%

0%

9%

4%

6%

2%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

大竹

小方

玖波

川手

栗谷

松ヶ原

廿日市市

岩国市

広島市

和木町

その他

（サンプル数：1387） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※複数回答 



 

 
１１ 

（２）病院への訪問回数と曜日 
 

· 病院への訪問回数は、「年に数回」が約36％、「月１回」が約32％、「月に２～３回」が約19％を占
める。 

· 年齢別では、高齢になるほど頻度が高くなっており、80歳以上では約２割が「週１回以上」。 
· 訪問する曜日は、「火曜日」が最も多いものの、木曜日を除くと、平日は特定曜日への偏りは少ない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢 × 訪問回数（病院）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曜日（病院）

31%

35%

28%

17%

28%

19%

3%

0% 10% 20% 30% 40%

月

火

水

木

金

土

日

※複数回答
訪問回数（病院）

週３～４回

2%

週１～２回

7%

概ね毎日
1%

その他

3%

月２～３回
19%

月１回程度

32%

年に
数回程度

36%

※グラフは、不明サンプルを除く 

3%

3%

2%

5%

3%

2%

3%

3%

6%

5%

5%

6%

12%

15%

7%

3%

9%

10%

8%

12%

20%

30%

41%

19%

15%

30%

20%

23%

33%

41%

35%

31%

32%

74%

49%

60%

60%

43%

28%

16%

9%

36%

5%

7%

3%

4%

3%

2%

2%

1%

3%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（39）

20代（70）

30代（147）

40代（158）

50代（266）

60代（358）

70代（282）

80歳以上（123）

総計（1443）

概ね毎日 週３～４回 週１～２回 月２～３回 月１回程度 年に数回程度 その他

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1447） 

※（ ）内はサンプル数 

（サンプル数：1207） 



 

 １２ 

（３）病院までの交通手段 
 

· 自家用車（家族等の送迎含む）が約６割を占めて最も多い。次は自転車が約２割、徒歩が約１割。 
※買物移動と同じ傾向 

· 地域別、年齢別でも、買物移動と同様の傾向にある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × 交通手段（病院）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢 × 交通手段（病院）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通手段（病院）

自転車

19%

タクシー

6%

自家用車

(自分で運

転)

47%

自家用車

(家族等の送迎)

9%

路線バス

（大竹・栗谷線）

1%

ＪＲ

6%

路線バス（

坂上線）

0%

その他のバス

（送迎バス等）

1%

ﾊﾞｲｸ･原付

3%

徒歩

9%

その他

1%

※グラフは、不明サンプルを除く 

42%

51%

46%

29%

72%

69%

47%

4%

5%

14%

0%

3%

3%

7%

9%

13%

14%

20%

9%

9%

3%

16%

19%

6%

9%

6%

6%

5%

3%

4%

28%

12%

13%

10%

19%

10%

8%

11%

9%

3%

5%

10%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大竹（653）

小方（389）

玖波（247）

川手（21）

栗谷（65）

松ヶ原（32）

総計（1407）

自家用車
(自分で運転)

ﾊﾞｲｸ･原付 自家用車
(家族等の送迎)

路線バス
（大竹・栗谷線）

路線バス
（坂上線）

その他のバス
（送迎バス等）

ＪＲ タクシー 自転車 徒歩　 その他

（サンプル数：1419） 

※（ ）内はサンプル数 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※（ ）内はサンプル数 

56%

80%

71%

58%

43%

29%

8%

47%

2%

4%

5%

3%

2%

3%

14%

4%

4%

8%

14%

17%

9%

1%

4%2%

11%

7%

3%

4%

6%

9%

6%

3%

6%

2%

1%

8%

26%

5%

18%

8%

8%

14%

17%

24%

25%

17%

19%

8%

11%

7%

4%

8%

9%

10%

17%

9%

3%

1%

3% 61%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（38）

20代（71）

30代（147）

40代（161）

50代（268）

60代（344）

70代（271）

80歳以上（115）

総計（1415）

自家用車
(自分で運転)

ﾊﾞｲｸ･原付 自家用車
(家族等の送迎)

路線バス
（大竹・栗谷線）

路線バス（
坂上線）

その他のバス
（送迎バス等）

ＪＲ タクシー 自転車 徒歩　 その他



 

 
１３ 

（４）通院の出発時間と所要時間 
 

· 自宅の出発時間は、「９時」が最も多く、約30％を占める。次いで「10時」が約23％である。 
· 病院までの所要時間は、「10分～20分」が約38％である。先に示した買物先までの所要時間よりも
若干長い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所要時間（病院）

5分未満

7%
50分～60分

1%

20分～30分

12%

30分～40分

10%

40分～50分

5%

10分～20分

38%

5分～10分

21%

60分以上

6%

出発時間（病院）

1%

4%

13%

30%

23%

10%

1% 1%
3%

5% 5% 4%

1% 0%
0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

6時 ７時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1138） 

（サンプル数：1421） 



 

 １４ 

2.5. 普段の外出行動（その他） 
（１）外出が多い目的 
 

· 「通勤」、「娯楽」がそれぞれ約３割を占めており、次いで「家事・生活」が約２割となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）通勤目的での目的地（通勤先住所） 
· 通勤目的に限定し、目的地住所を確認すると、「小方」が23％を占めて最も多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出目的（その他の移動）

通学

4%
娯楽

31%

業務
4%

通勤
31%

家事・生活

17%

その他

13%

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1584） 

通勤先（住所）

18%

23%

6%

11%

15%

15%

8%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

大竹

小方

玖波

廿日市市

広島市

岩国市

和木町

その他
（サンプル数：301） 

※グラフは、不明サンプルを除く 



 

 
１５ 

（３）目的別の訪問回数と曜日 
 

· 訪問回数は、通勤・通学で「概ね毎日」が約７～８割と多い。他の目的は、分散している。 
· 曜日では、平日はいずれ30％台であり、突出した曜日はない。 
 

＜目的 × 訪問回数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曜日（その他）

54%

52%

51%

49%

54%

37%

27%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

月

火

水

木

金

土

日

※複数回答

74%

77%

1%

18%

4%

10%

29%

18%

10%

8%

16%

9%

17%

13%

4%

7%

30%

33%

22%

29%

20%

2%

3%

24%

20%

28%

22%

16%

1%

2%

24%

6%

20%

9%

13%

1%

0%

14%

6%

14%

11%

9%

1%

2%

0%

0%

2%

3%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤（444）

通学（60）

娯楽（471）

業務（49）

家事・生活（228）

その他（189）

総計（1441）

概ね毎日 週３～４回 週１～２回 月２～３回 月１回程度 年に数回程度 その他

（サンプル数：1295） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※（ ）内はサンプル数 



 

 １６ 

（４）目的別の交通手段 
 

· 通学目的を除くと、「自家用車（自分で運転）」の割合が最も多く、特に業務目的では約９割を占める。 
· また全体的に、「ＪＲ」「自転車」利用も比較的多い。 
 

＜目的 × 交通手段＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）出発時間と目的地までの所要時間 
 

· 自宅の出発時間は、娯楽目的を除き「７時～９時」が多い。娯楽目的では「10時～12時」が多い。 
· 目的地までの所要時間は、「10分～20分」が約34％と多い。 
 

＜目的 × 所要時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所要時間（その他の移動）

60分以上

20%

5分～10分

9%

10分～20分

34%

40分～50分

7%

30分～40分

12%
20分～30分

13%

50分～60分

3%

5分未満

2%

（サンプル数：1437） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

57%

3%

54%

87%

43%

42%

51%

7%

2%

2%

4%

4%

3%

4%

1%

3%

14%

4%

13%

8%

8%

0%

2%

1%

0%

0%

0%

2%

1%

15%

75%

14%

2%

4%

11%

14%

2%

0%

7%

5%

2%

16%

8%

12%

4%

20%

19%

15%

3%

7%

3%

0%

4%

9%

4%

0%

2%

0%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤（445）

通学（59）

娯楽（455）

業務（54）

家事・生活（230）

その他（192）

総計（1435）

自家用車
(自分で運転)

ﾊﾞｲｸ･原付 自家用車
(家族等の送迎)

路線バス
（大竹・栗谷線）

路線バス（
坂上線）

その他のバス
（送迎バス等）

ＪＲ タクシー 自転車 徒歩　 その他

※グラフは、不明サンプルを除く 

10%

8%

3%

3%

1%

1%

5%

81%

76%

24%

37%

40%

37%

49%

5%

6%

44%

17%

37%

31%

26%

4%

31%

14%

9%

4%

1%

1%

3%

18%

21%

2%

21%

6%

4%

2%

9%

3%

3%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通勤（375）

通学（51）

娯楽（374）

業務（35）

家事・生活（186）

その他（140）

総計（1161）

3時～6時 7時～9時 10時～12時 13時～15時 16時～18時 19時～21時 22時～

※（ ）内はサンプル数 

※（ ）内はサンプル数 



 

 
１７ 

2.6. よく利用する鉄道駅 
（１）外出が多い目的 
 

· 「大竹駅」が約64％、「玖波駅」が約33％を占める。 
· 地域別では、いずれも近隣の鉄道駅を利用する傾向にあるが、小方では「大竹駅」「玖波駅」の両駅を
ほぼ同程度利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × よく利用する鉄道駅＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく利用する駅

大竹駅
64%

両方

2%

その他
1%

玖波駅
33%

97%

50%

1%

100%

63%

2%

64%

44%

98%

23%

98%

33%

2%

9%

6%

5%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大竹（803）

小方（470）

玖波（301）

川手（24）

栗谷（64）

松ヶ原（44）

総計（1706）

大竹駅 玖波駅 両方 その他

※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1721） 

※（ ）内はサンプル数 



 

 １８ 

（２）駅の訪問回数 
 

· 「毎日」訪問が約１割で、「週１回以上」では約２割、「月１回以上」では約半数を占める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）駅へのアクセス手段と所要時間 
 

· 「徒歩」「自転車」での利用が多く、それぞれ約４割、約２割を占める。 
· 地域別では、沿岸地域は「徒歩」が多いが、小方では「自家用車」や「自転車」の利用も多い。一方、
内陸地域は「自家用車」が多いが、「松ヶ原」「川手」は路線バス利用も比較的多い。 

· 所要時間は、「10～20分」が約５割と多く、次いで「５～10分」が約３割である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × 交通手段＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅から駅までの交通手段

徒歩

39%

自転車

21%

タクシー

7%

自家用車

(自分で運

転)

14%

自家用車

(家族等の送

迎)

13%

その他のバス

（送迎バス等）

1%

ﾊﾞｲｸ･原付

3%

路線バス

（大竹・栗谷線）

1%

路線バス

（坂上線）

1%

その他

0%

訪問回数（駅）

週３～４回

3%

週１～２回

5%

月２～３回

16%

概ね

毎日

9%

全く利用し

ない

3%

月に

１回程度

19%

年に

数回程度

45%

所要時間（駅）

5分未満
5%

50分

～60分
0%

20分

～30分
10%

30分
～40分

3%

40分

～50分
1%

10分
～20分

54%

5分～10分
27%

60分以上

0%

※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

9%

16%

8%

26%

67%

47%

14%

5%

3%

5%

2%

2%

10%

17%

9%

21%

23%

26%

13%

1%

5%

5%

26%

1%

16%

4%

6%

13%

2%

16%

2%

7%

29%

21%

8%

5%

21%

44%

22%

69%

39%

5%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大竹（793）

小方（449）

玖波（295）

川手（19）

栗谷（57）

松ヶ原（43）

総計（1656）

自家用車
(自分で運転)

ﾊﾞｲｸ･原付 自家用車
(家族等の送迎)

路線バス
（大竹・栗谷線）

路線バス（
坂上線）

その他のバス
（送迎バス等）

タクシー 自転車 徒歩　 その他

（サンプル数：1719） 

（サンプル数：1673） （サンプル数：1582） 

※（ ）内はサンプル数 

※グラフは、不明サンプルを除く 



 

 
１９ 

2.7. 現在の路線バスについて 
（１）バスの認知度と満足度 
 

· 「バスがあることは知っている」は約６割、また路線バスを「全く知らない」人は約２割を占める。 
· 「分からない」を除くと、「不満」と感じる人が多く、「満足」「普通」を上回っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後の整備の必要性 
 

· 「運行方法等を見直すべき」が約半数を占め、最も多い。 
· 「必要ない」もあるが、約４％と少ない。 
· 地域別では、「栗谷」「松ヶ原」といった利用者が比較的多い地域で「運行方法等を見直すべき」が多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × 整備の必要性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在のバス路線の満足度

まあ満足

2%

普通

13%

少し不満

10%

とても満足

1%

かなり不満
17%

分からない

57%

現在のバス路線の認識

おおまかな

路線や行き先

を知っている

15%

路線やダイヤ、

料金などを

知っている

5%

市内にバスが

走っていること

は知っている

61%

全く知らない

19%

※グラフは、不明サンプルを除く 

今後バスをどうすれば良いか

必要であるが

運行方法等を

見直すべき

45%

その他

5%

分からない

37%

バスは必要

ない

4%

現行のまま

で良い

9%

※グラフは、不明サンプルを除く 

8%

7%

12%

17%

17%

13%

9%

41%

49%

47%

48%

61%

58%

45%

3%

6%

2%

0%

1%

2%

4%

43%

34%

34%

26%

16%

13%

37%

5%

5%

5%

9%

4%

13%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大竹（811）

小方（470）

玖波（304）

川手（23）

栗谷（75）

松ヶ原（45）

総計（1728）

現行のままで良い 必要であるが
運行方法等を
見直すべき

バスは必要ない 分からない その他 ※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1776） （サンプル数：1741） 

（サンプル数：1747） 

※（ ）内はサンプル数 



 

 ２０ 

2.8. 今後の公共交通のあり方について 
（１）新しい公共交通の必要性 
 

· 「必要」が約４割を占めて最も多く、「どちらかといえば必要」と合わせると約７割を占める。 
· 逆に「必要ない」「あまり必要ない」は、合わせて約１割。 
· 地域別では、内陸地域において「必要」の割合が高い。 
· 年齢別では、高齢になるにつれて、「必要」と感じる割合が高くなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × 新しい公共交通の必要性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢 × 新しい公共交通の必要性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の整備の必要性

その他
1%

分からな
い
17%

必要ない
5%

あまり必
要ない
7%

必要
43%

どちらかと
いえば必
要
27%

※グラフは、不明サンプルを除く 

37%

45%

43%

63%

75%

70%

100%

43%

27%

26%

31%

29%

13%

18%

27%

9%

8%

5%

2%

7%

5%

6%

5%

1%

5%

20%

14%

15%

8%

11%

10%

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大竹（851）

小方（497）

玖波（333）

川手（24）

栗谷（84）

松ヶ原（50）

その他（1）

総計（1840）

必要 どちらかと
いえば必要

あまり必要ない 必要ない 分からない その他

25%

29%

25%

37%

41%

52%

57%

51%

43%

28%

31%

34%

36%

31%

21%

19%

22%

27%

11%

5%

8%

5%

7%

9%

6%

6%

7%

5%

7%

6%

6%

3%

6%

4%

1%

5%

32%

28%

27%

15%

18%

11%

13%

15%

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（65）

20代（111）

30代（195）

40代（228）

50代（361）

60代（436）

70代（326）

80歳以上（136）

総計（1858）

必要 どちらかといえば必要 あまり必要ではない 必要ない 分からない その他 ※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1863） 

※（ ）内はサンプル数 

※（ ）内はサンプル数 



 

 
２１ 

（２）新しい公共交通の利用頻度 
· 「週に１回以上」利用する人が約 26％占め、「月に１回以上」では約半数になる。逆に「全く利用し
ない」は約２割。 

· 年齢別では、高齢になるほど利用頻度が上がる傾向にあり、80歳以上では「週に１回以上」が約36％、
「月に１回以上」では約66％を占める。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢 × 新しい公共交通の利用頻度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用頻度

その他
9%

全く利用

しない
19%

週３～４
回

8%

概ね毎日

3%

週１～２
回
15%

月２～３
回
14%

月に１回

程度
9%

年に数回
程度

23%

※グラフは、不明サンプルを除く 

6%

1%

2%

3%

3%

3%

3%

2%

3%

6%

8%

3%

5%

7%

9%

11%

9%

8%

16%

8%

9%

11%

13%

19%

18%

25%

15%

13%

15%

8%

12%

10%

13%

22%

21%

14%

3%

9%

9%

9%

8%

8%

11%

9%

9%

22%

27%

38%

26%

27%

21%

15%

10%

23%

25%

27%

19%

24%

21%

19%

14%

16%

20%

9%

5%

10%

10%

12%

9%

6%

7%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（64）

20代（108）

30代（191）

40代（223）

50代（350）

60代（409）

70代（318）

80歳以上（134）

総計（1797）

概ね毎日 週３～４回 週１～２回 月２～３回 月に１回程度 年に数回程度 全く利用しない その他

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1802） 

※（ ）内はサンプル数 



 

 ２２ 

（３）公共交通の利用で重要視する条件 
 

· 「料金」「ルート」を挙げる人が多く、それぞれ過半数を占める。次いで「乗降場所」「運行本数」「運
行時間帯」の意見が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）払っても良い運賃 
 

· 「200円まで」が最も多く、約46％を占める。次いで「300円まで」「100円まで」が約２割であ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要条件

62%

58%

36%

5%

34%

10%

39%

12%

5%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

料金の安さ

行き先やルート

の便利さ

運行本数の多さ

目的地までの時間

利用ニーズに

合った運行時間帯

発車時間の正確さ

乗降場所

（バス停等）が近い

乗り降り

しやすい車両

必ず座れる

その他

※複数回答

※グラフは、不明サンプルを除く 

支払える運賃

その他

3%

600円まで

1%

400円まで

2%

500円まで

5%

300円まで

22%

200円まで

46%

100円まで

21%

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1812） 

（サンプル数：1777） 



 

 
２３ 

（５）行きたい場所 
· 行きたい場所では、「広島西医療センター」が最も多く、約４割を占める。次いで「市役所」、「総合市
民会館」が約３割を占めている。 

（なお設問において「ＪＲ駅」「ゆめタウン」は“選択肢”ではなかったが、「その他」として多くの回答

があった。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）利用する時間帯 
· 「午前８時～10時」が最も多く約４割を占める。次いで「午前10時～正午」が約３割を占めるなど、
午前中の利用が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用する時間帯

12%

51%

39%

24%

21%

20%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

午前6時

～午前8時

午前8時
～午前10時

午前10時

～正午

正午

～午後3時

午後3時

～午後5時

午後5時

～午後8時

午後8時

～午後10時

※複数回答

行きたい施設

31%

27%

14%

11%

41%

6%

12%

8%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大竹市役所

総合市民会館

アゼリアホール

サントピア

広島西医療センター

小方港

JR玖波、大竹駅

ゆめタウン

その他

※複数回答

※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1535） 

（サンプル数：1628） 

その他 



 

 ２４ 

（７）整備の考え方 
· 「市が払える範囲で出来る限り」が最も多く、過半数を占める。さらに「費用がかかっても充実させる
べき」を合わせると、約７割を占める。 

· 一方で「費用を抑制すべき」、「費用をかけない」を合わせると、約２割となっている。 
· 地域別では、内陸地域において「費用がかかっても充実させるべき」の割合が比較的高い。 
· 年齢別では、高齢になるほど整備を望む割合が大きくなる（ただし50歳以降は、概ね同程度）。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域 × 整備の考え方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年齢 × 整備の考え方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

望ましい考え方

分からない

10%

費用がかかっ

ても、整備内容

を充実させる

べき

13%

必要最低限の

整備にとどめ、

費用を抑制す

べき

19%
市が払える範

囲内で、できる

限りの整備を

すべき

54%

公共交通の

整備に費用を

かけるべきで

はない

4%

6%

7%

9%

13%

14%

16%

13%

11%

13%

44%

51%

53%

55%

57%

54%

54%

59%

54%

24%

19%

23%

19%

18%

17%

20%

16%

19%

5%

6%

4%

4%

3%

4%

3%

2%

4%

21%

16%

10%

9%

9%

8%

11%

12%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（63）

20代（108）

30代（191）

40代（213）

50代（340）

60代（403）

70代（290）

80歳以上（122）

総計（1730）

費用がかかっても、
整備内容を
充実させるべき

市が払える範囲内で、
できる限りの
整備をすべき

必要最低限の
整備にとどめ、
費用を抑制すべき

公共交通の整備に
費用をかけるべき
ではない

分からない

10%

14%

12%

26%

22%

38%

100%

13%

53%

55%

54%

52%

65%

55%

54%

20%

19%

22%

4%

6%

19%

5%

3%

4%

4%

4%

12%

10%

8%

13%

6%

4%

10%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大竹（796）

小方（460）

玖波（313）

川手（23）

栗谷（77）

松ヶ原（47）

その他（1）

総計（1717）

費用がかかっても、
整備内容を
充実させるべき

市が払える範囲内で、
できる限りの
整備をすべき

必要最低限の
整備にとどめ、
費用を抑制すべき

公共交通の整備に
費用をかけるべき
ではない

分からない

※グラフは、不明サンプルを除く 

※（ ）内はサンプル数 

※（ ）内はサンプル数 

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：1735） 



 

 
２５ 

3. バス利用者アンケートの結果概要 

3.1. 回答者属性 
（１）性別・年齢・ご職業・お住まい 
 

· 回答者の属性は、両路線ともに女性・高齢が多い傾向。特に大竹・栗谷線は60歳以上のみ。 
· 市民以外の利用は、坂上線で約５割、大竹・栗谷線で約３割を占める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所

大竹
31%

川手
14%

岩国
49%

その他

6%
住所

廿日市市
20%

岩国
10%

玖波
10%

小方
40%

松ヶ原
20%

性別

女性
80%

男性
20%

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

性別

男性
31%

女性
69%

年齢

50代

11%

60代

22%

10代

3%

20代

0% 30代

0%
40代

0%

80歳以上

19%

70代

45%

職業

専業主婦

16%

中学生

0%

高校生

0%

アルバイト

・パート

5%

大学生・

専門学校生

3%

その他

3%

無職

63%

自営業

・自由業

5%

会社員

・公務員

5%

年齢

70代

44% 60代

56%

職業

自営業

・自由業

20%

専業主婦

40%

無職

40%

（サンプル数：36） （サンプル数：10） 

（サンプル数：37） 

（サンプル数：37） 

（サンプル数：35） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：9） 

（サンプル数：10） 

（サンプル数：10） 



 

 ２６ 

（２）自動車の利用 
 

· 免許の保有では、坂上線で約76％、大竹・栗谷線で約90％が「持っていない」。 
· 自動車利用の自由度では、両路線とも約９割が「使えない・運転できない」。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車保有台数

2台

14%
0台
43%

1台

29%

3台

14%

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

運転免許の保有

自動車

運転免許

12%

二輪免許

3%

原付免許

9%

持っていな

い
76%

運転免許の保有

持っていない

90%

自動車
運転免許

10%

自動車保有台数

4台

3%

0台

45%

1台

31%

2台

7%

3台

14%

自動車を自由に使えるか

使えない

・運転しない
・できない

88%

ある程度

自由に

使える

6%

いつでも

自由に

使える

6%

自動車を自由に使えるか

いつでも

自由に

使える

10%

使えない

・運転しない

・できない

90%

（サンプル数：33） 

（サンプル数：29） 

（サンプル数：32） 

（サンプル数：10） 

（サンプル数：7） 

（サンプル数：10） 

※グラフは、不明サンプルを除く 



 

 
２７ 

3.2. 普段の外出時の交通環境 
（１）よく利用する交通手段 
 

· それぞれ当該バスを挙げる人が多く、「坂上線」では約７割、「大竹・栗谷線」では約６割を占める。 
· その他では、「自転車」、「タクシー」、「自家用車（家族の送迎）」が多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その交通手段の利用理由 
 

· 「他に交通手段がない」が突出しており、両路線とも約７割を占める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

普段の外出の交通手段

5%

5%

14%

27%

73%

3%

11%

16%

16%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

自家用車

バイク･原付

自家用車

(家族等の送迎)

路線バス

（大竹・栗谷線）

路線バス

（坂上線）

その他のバス

（送迎バス等）

ＪＲ

タクシー

自転車

その他

普段の外出の交通手段

10%

0%

20%

60%

20%

10%

10%

20%

30%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

自家用車

バイク･原付

自家用車

(家族等の送迎)

路線バス

（大竹・栗谷線）

路線バス

（坂上線）

その他のバス

（送迎バス等）

ＪＲ

タクシー

自転車

その他

（サンプル数：10） （サンプル数：37） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※複数回答 ※複数回答 

 

利用理由

19%

30%

22%

24%

5%

14%

65%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

目的地まで

最も早く

行けるから

経済的だから

時間が

正確だから

気軽に利用

できるから　

楽だから

（疲れないから）

安全に移動

できるから

他に交通手段

がないから

その他

（サンプル数：37） 

利用理由

40%

30%

20%

10%

10%

10%

70%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

目的地まで

最も早く

行けるから

経済的だから

時間が

正確だから

気軽に利用

できるから　

楽だから

（疲れないから）

安全に移動
できるから

他に交通手段

がないから

その他

（サンプル数：10） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※複数回答 

 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

※複数回答 

 



 

 ２８ 

（３）交通手段の満足度 
 

· 「満足」する人は約３～４割、「普通」が約２割、「不満」が約３～４割であり、両路線の傾向は類似し
ている。 

· ただし大竹・栗谷線では、「とても満足」が約３割、「かなり不満」が約３割であり、坂上線に比べ回答
が大きく分かれているのが特徴的。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3. 調査票を受け取ったときの行動（バス利用） 
（１）移動の目的と目的地 
 

· 坂上線利用の目的は約半数が「通院」である。大竹・栗谷線の目的地は、比較的分散している。 
· 目的地は、両路線とも医療機関へ向かう人が比較的多い。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目的地】                     【目的地】 

 

 

 

 

 

 

 

外出目的

22%

11%

22%

0%

11%

33%

0% 10% 20% 30% 40%

買い物

通院

通勤

通学

娯楽

その他

外出目的

16%

58%

13%

0%

10%

13%

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

通院

通勤

通学

娯楽

その他

満足度

かなり不満

8%
とても満足

19%

まあ満足

22%

普通

19%

少し不満

32%

（サンプル数：37） 

満足度

かなり不満

33%

少し不満

11% まあ満足

0%

とても満足

34%

普通

22%

（サンプル数：9） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：31） 

※複数回答 ※複数回答 

（サンプル数：9） 

・医療機関（７件・47％） 

・買物先（２件・13％） 

・職場（１件・７％） 

・その他（５件・33％） 

計15件(不明除く) 

・医療機関（２件・25％） 

・買物先（１件・13％） 

・職場（１件・13％） 

・その他（４件・50％） 

計８件(不明除く) 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 



 

 
２９ 

（２）その目的地への訪問回数と曜日 
 

· 両路線とも、全体の約４分の３が「週１回以上」であり、特に坂上線では「概ね毎日」が約２割を占め
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）出発時間と所要時間 
 

· 坂上線では、自宅の出発時間は「８時」が最も多く、約 42％を占める。大竹・栗谷線では、「７時」
が最も多く、約44％を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曜日

50%

75%

50%

25%

63%

13%

38%

0% 20% 40% 60% 80%

月

火

水

木

金

土

日

曜日

64%

64%

39%

39%

39%

32%

18%

0% 20% 40% 60% 80%

月

火

水

木

金

土

日

所要時間

5分未満
0%

50分

～60分
0%

20分

～30分
10%

30分

～40分
3%

40分
～50分

1%

10分

～20分
54%

5分～10分

11%
60分以上

22%

出発時間

4% 4%

42%

23%

8% 8% 8%
4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

6時 7時 8時 9時 10時 11時 14時 15時

出発時間

44%

11% 11% 11%

22%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

7時 8時 9時 10時 13時

※グラフは、不明サンプルを除く 

訪問回数年に数回程

度

3%

その他

0%

月２～３回

17%

週１～２回

28%

週３～４回

31%

概ね毎日

21%

月１回程度

0%

訪問回数
その他

0%

月１回程度

13%月２～３回

0%

週３～４回

37%

概ね毎日

0%

週１～２回

37%

年に数回程

度

13%

（サンプル数：29） 
（サンプル数：8） 

（サンプル数：28） 

※複数回答 

 

※複数回答 

 

（サンプル数：8） 

所要時間

60分以上

43%

5分～10分

4%

10分
～20分

54%

40分
～50分

1%

30分

～40分

3%

20分

～30分

10%

50分

～60分

0%

5分未満

0%

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

（サンプル数：26） 

（サンプル数：28） 

（サンプル数：9） 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：9） 



 

 ３０ 

（４）利用したバス停とアクセス手段 
 

· 両路線とも、「10分以内」の回答が多いが、大竹・栗谷線では「徒歩で40分」「徒歩で25分」、ま
た坂上線でも「徒歩で20分」といった回答も見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）バス利用の理由 
 

· 坂上線では、約63％が「他に交通手段がないから」を挙げており、次いで「経済的だから」が約28％
となっている。 

· 大竹・栗谷線では、約半数が「経済的だから」を挙げており、「他に交通手段がないから」は約 40％
である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用理由

20%

50%

30%

20%

0%

10%

40%

0%

0% 20% 40% 60%

目的地まで

最も早く

行けるから

経済的だから

時間が

正確だから

気軽に利用

できるから　

楽だから

（疲れないから）

安全に移動

できるから

他に交通手段

がないから

その他

利用理由

22%

28%

25%

22%

6%

6%

63%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

目的地まで

最も早く

行けるから

経済的だから

時間が

正確だから

気軽に利用

できるから　

楽だから

（疲れないから）

安全に移動

できるから

他に交通手段

がないから

その他

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

（サンプル数：32） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：10） 

※複数回答 

 

※複数回答 

 

利用バス停 アクセス手段 所要時間
大竹駅 ＪＲ 90 起点側

大和橋 徒歩 3
大和橋 徒歩 10
大和橋 徒歩 1
大和橋 徒歩 5
下中津原 徒歩 2
中津原 徒歩 5
中津原 徒歩 6
中津原 徒歩 8
比作 徒歩 2
比作 徒歩 4
下安条 徒歩 1
弥栄ダム 徒歩 20
岸根 徒歩 7
下佐坂 徒歩 3
下佐坂 徒歩 3
佐坂 徒歩 3
佐坂 徒歩 10
小田口 徒歩 1
名坪 徒歩 2
坂上高校前 徒歩 5
鮎谷 徒歩 20 終点側

利用バス停 アクセス手段 所要時間
立戸郵便局 徒歩 5 起点側

立戸３丁目 徒歩 5
小方 徒歩 15
小方 徒歩 25
玖波神社前 徒歩 12～15
松ヶ原小学校前 徒歩 3
松ヶ原小学校前 徒歩 10
渡ノ瀬 自家用車（送迎） ５～６
渡ノ瀬 徒歩 40
大三郎口 徒歩 15 終点側



 

 
３１ 

3.4. 利用した路線バスについて 
（１）バスの満足度 
 

· 「非常に満足」「満足」の合計は、両路線とも約７割を占める。 
· 項目別では、坂上線では「運賃」の満足度が高く、「本数」を不満に感じる人が多い。 
· 大竹・栗谷線では、「運行時間帯」を不満に感じる人が比較的多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフは、不明サンプルを除く 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

路線バスの満足度（総合）

非常に不満

7%

非常に満足

20%

満足

53%

どちらともい

えない

13%

不満

7%

路線バスの満足度（総合）

非常に不満

0%

非常に満足

33%

満足

33%

どちらともい

えない

17%

不満

17%

（サンプル数：6） （サンプル数：15） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

33%

38%

13%

22%

43%

38%

38%

38%

14%

33%

13%

50%

22%

29%

25%

38%

38%

43%

17%

50%

13%

11%

14%

25%

25%

25%

43%

17%

25%

33%

13%

11%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合的(6)

運賃(8)

運行本数(8)

運行時間帯(9)

運行ルート(7)

情報提供(8)

到着時間(8)

バス停(8)

乗り継ぎ(7)

非常に満足 満足 どちらともいえない 不満 非常に不満

20%

48%

8%

9%

27%

14%

9%

27%

13%

53%

48%

13%

26%

45%

55%

70%

64%

61%

13%

4%

21%

35%

27%

23%

13%

9%

22%

7%

42%

26%

9%

9%

7%

17%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合的(15)

運賃(23)

運行本数(24)

運行時間帯(23)

運行ルート(22)

情報提供(22)

到着時間(23)

バス停(22)

乗り継ぎ(23)

非常に満足 満足 どちらともいえない 不満 非常に不満

※（ ）内はサンプル数 



 

 ３２ 

（２）今後の整備の必要性 
 

· 坂上線では「現行のままでよい」が最も多く約55％。次いで「運行方法等を見直すべき」が約41％
を占める。 

· 栗谷・大竹線では「運行方法等を見直すべき」が約 67％を占めて最も多い。「現行のままでよい」は
約11％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5. よく利用する鉄道駅 
（１）外出が多い目的 
 

· 坂上線では「大竹駅」が約96％と多い。 
· 大竹・栗谷線では「玖波駅」が約67％と多くを占めおり、「大竹駅」も約22％と比較的多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

今後バスをどうすれば良いか

その他

4%

現行のまま

で良い

55%

必要である

が運行方法

等を見直す

べき

41%

バスは必要

ない

0%

分からない

0%

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

今後バスをどうすれば良いか

その他

11%

現行の

ままで良い

11%

必要である

が運行方法

等を見直す

べき

67%

バスは

必要ない

0%
分からない

11%

（サンプル数：27） 
（サンプル数：9） 

よく利用する駅

その他

0%
玖波駅

4%

大竹駅

96%

よく利用する駅

その他

11%

玖波駅

67%

大竹駅

22%

（サンプル数：28） （サンプル数：9） 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 



 

 
３３ 

（２）駅の訪問回数 
 

· 坂上線では「毎日」訪問が約14％で、「週１回以上」では過半数を占める。 
· 大竹・栗谷線では、坂上線より頻度が低く、「週１回以上」で約２割を占める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）駅へのアクセス手段と所要時間 
 

· 当該「路線バス」での利用が多く、坂上線では約55％、大竹・栗谷線では約40％を占める。 
· 路線バス以外では、「タクシー（坂上線のみ）」「自転車」「徒歩」でのアクセスを挙げる人が多い。 
· 所要時間は、「10～20分」が多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

利用回数

年に数回程

度

11%

月に１回程

度

14%

概ね毎日

14%

週３～４回
14%

週１～２回

29%

月２～３回

18%

その他

0%

全く利用
しない

0%

（サンプル数：28） 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 
利用回数

年に数回程

度

10%

月に１回程

度

20%

概ね毎日

0%

週３～４回

10%
週１～２回

10%

月２～３回

40%

その他

0%

全く利用しな

い

10%

（サンプル数：10） 

交通手段

徒歩

4%

その他

4%

タクシー

8%

自転車

8%
路線バス（大

竹・栗谷線）

13%

自家用車(家

族等の送迎)

4%

ﾊﾞｲｸ･原付

0%

自家用車(自

分で運転)

4%

路線バス（坂

上線）

55%

その他のバ

ス（送迎バス

等）

0%

（サンプル数：24） 

交通手段

その他

10%

徒歩

20%

自転車

30%

路線バス

（大竹・栗谷

線）

40%

（サンプル数：10） 

所要時間

5分未満

0%

5分～10分
6%50分～60分

6%

60分以上
6%

40分～50分
11%

30分～40分

17%

20分～30分

11%

10分～20分

43%

所要時間

30分～40分
0%

40分～50分
0%

5分未満
0% 5分～10分

0%

60分以上
14%

50分～60分
0%

20分～30分
29%

10分～20分
57%

（サンプル数：7） 

※グラフは、不明サンプルを除く 

（サンプル数：18） 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 



 

 ３４ 

3.6. 今後の公共交通のあり方について 
（１）新しい公共交通の必要性 
 

· 坂上線では「必要」が約76％、また大竹・栗谷線では全ての回答者が「必要」。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新しい公共交通の利用頻度 
· 坂上線では、「週に１回以上」利用する人が約75％占め、特に「概ね毎日」は約19％である。 
· 大竹・栗谷線では、「週に１回以上」が約66％、「概ね毎日」は約22％である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）公共交通の利用で重要視する条件 
 

· 坂上線では、「料金」「運行本数」を挙げる人が多い。 
· 大竹・栗谷線では、「乗降場所」「ルート」の割合が高く、現在のルートが利用しにくい側面が伺える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要条件

64%

24%

48%

3%

30%

24%

30%

15%

6%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

料金の安さ

行き先やルート

の便利さ

運行本数の多さ

目的地までの時間

利用ニーズ

に合った

発車時間の正確さ

乗降場所

（バス停等）
乗り降り

しやすい

必ず座れる

その他

※複数回答 重要要件

40%

50%

40%

10%

30%

10%

60%

20%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

料金の安さ

行き先やルート

の便利さ

運行本数の多さ

目的地までの時間

利用ニーズに

合った運行時間帯

発車時間の正確さ

乗降場所

（バス停等）が近い
乗り降り

しやすい車両

必ず座れる

その他

※複数回答

利用頻度

年に数回程度

0%

月に１回程度

0%

概ね毎日

22%

週３～４回
22%

週１～２回

22%

月２～３回

34%

その他

0%

全く利用しない

0%

利用頻度

全く利用しない

0%

その他

3%

月２～３回

13%

週１～２回
23%

週３～４回

33%

概ね毎日

19%

月に１回程度

6%

年に数回程

度
3%

※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

今後の整備の必要性

その他

0%

分からない
9%

必要

76%

どちらかと
いえば必要

9%

あまり必要

ない
3%

必要ない
3%

（サンプル数：10） 

今後の整備の必要性

その他
0%

分からない

0%

必要

100%

どちらかと
いえば必要

0%

あまり必要な

い

0%

必要ない

0%

（サンプル数：34） 

（サンプル数：31） （サンプル数：9） 

（サンプル数：33） （サンプル数：10） 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 



 

 
３５ 

（４）払っても良い運賃 
 

· 「200円まで」が約３割と多いが、現在の料金が高いことから、坂上線では「500円まで」、大竹・
栗谷線では「400円まで」も約３割を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）行きたい場所 
· 行きたい場所では、「広島西医療センター」が最も多く、坂上線、大竹・栗谷線ともに約６割を占める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行きたい施設

38%

25%

13%

13%

63%

13%

50%

0% 20% 40% 60% 80%

大竹市役所

総合市民会館

アゼリアホール

サントピア

広島西医療センター

小方港

その他

行きたい施設

35%

25%

10%

20%

60%

20%

30%

0% 20% 40% 60% 80%

大竹市役所

総合市民会館

アゼリアホール

サントピア

広島西医療センター

小方港

その他

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

支払える運賃

その他

0%

400円まで

3%
300円まで
16%

200円まで

33%

100円まで

16%

500円まで
29%

600円まで
3%

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

（サンプル数：31） 

支払える運賃

その他
10%

400円まで
30% 300円まで

20%

200円まで
30%

100円まで

0%

500円まで

10%

600円まで

0%

（サンプル数：10） 

（サンプル数：20） 
（サンプル数：8） 

※複数回答 

 

※複数回答 

 



 

 ３６ 

（６）利用する時間帯 
· 坂上線では、「午前８時～10時」が最も多く約54％を占める。 
· 一方、大竹・栗谷線では、時間の集中はみられない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）整備の考え方 
· 坂上線では「市が払える範囲で出来る限り」が最も多く、約６割を占める。さらに「費用がかかっても
充実させるべき」を合わせると、約８割を占める。 

· 大竹・栗谷線では「市が払える範囲で出来る限り」が約３割、「費用がかかっても充実させるべき」も
約３割であり、過半数が整備の必要性を示している。一方で「費用を抑制すべき」も約３割である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用する時間帯

22%

22%

22%

22%

11%

11%

0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

午前6時

～午前8時

午前8時
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午前10時
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～午後3時

午後3時
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～午後8時

午後8時

～午後10時

利用する時間帯
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午後5時
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※グラフは、不明サンプルを除く 

※グラフは、不明サンプルを除く 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 

※複数回答 ※複数回答 

（サンプル数：31） （サンプル数：9） 

（サンプル数：26） 

望ましい考え方

分からない

19%

費用がか

かっても、整

備内容を充

実させるべき

19%

市が払える

範囲内で、で

きる限りの整

備をすべき

58%

必要最低限

の整備にと

どめ、費用を

抑制すべき

4%

公共交通の

整備に費用

をかけるべき

ではない

0%

望ましい考え方

分からない

0%

費用がか

かっても、整

備内容を充

実させるべき

34%

市が払える

範囲内で、で

きる限りの整

備をすべき

33%

必要最低限

の整備にと

どめ、費用を

抑制すべき

33%

公共交通の

整備に費用

をかけるべき

ではない

0%

（サンプル数：9） 

～ 坂 上 線 ～ ～ 大竹・栗谷線 ～ 


